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1. はじめに
日本語の品詞を構文上の機能から見る 場合、 副詞は巡用修仰語になるものとされるが、
山田(1936)以来、 いわゆる 間詞の巡体修価という問迎がより多く論じられるようにな
り、そして団詞の定義にもこの 「副詞の連体修釣」用法は副詞の 「特殊的 ・ ニ次的な特
徴」として明記されるようになってきた。 こ ういう説IJlに従えば、 修飾語としての間lJ胴
（歎密に言えばその一部） は 「巡用」「述体」という相反する槻能を同時にもっている
ということになるわけである。 した がって、 「副詞の辿体修節Jをどう見るぺきかは刑
洞の認定に深くかかわる問題と酋える。
「副詞の連体9倒飾J に関して、 所開程度副詞の方向 ・ 場所 ・ 時ll!J ・ 数枇名洞を修飾す
ることはずっと前から注目されているが、 述体修飾における副洞の位位づけや 「屈lj洞の
巡体修約」の詣相及びその成立条件に関する研究は少なく、特に状態性や動作性名詞を
り蹟する訊l詞のことについてはあまり論じられていないようである。そこで、 本秘はま
ず辿体修飾と甜l洞との関係について考察し、 それから副洞の辿体修飾の祁相を検討した
上で、 特に 「直接型」の 「副十N十ノ十N (~）」の構造を中心にその成立条件とl)；［理
を探ってみたい。
2.連体脩飾と副詞
現代日本語の巡体修飾は、 寺村 (1981) ・塚原 (1973) ·北條(1974)などを総合し
てみると、その巡体修飾！和の様式から概ね、①辿体罰
l→体旨、②用首
（＋助勁詞）の述
体形→体言、③用酋＋W涸＋ノ→体言、④名詞
（＋助詞
）
＋ノ→体旨、⑤刷詞＋ノ→体
甘、⑥副洞→体甘、というふうにパタ ーン化するこ とができよう。 このうち、◎通）はす
なわちふつうに首う副洞の辿体修飾であるが、本秘では 「の」の介入によって体酋を修
簡する⑤を 「間接型」とし、 「の」なしで直接体言を作麻する⑥を 「直接塑」と呼ぶこ
とにする。
ところで、他の連体修怖構造と比ぺて、「副詞の連体修飾」は一体どう
いうものなの
か、必ずしも明確になっているとは酋えない。換首すれば、 どんな副詞がどう
いう形で
(1
) 
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どんな体言を修釦するのか、をめぐってまだ多くの1測迅が残っている。特に⑥の「直接
型」について、「副洞の巡体修飾」をより詳しく論じる北條(1974)も、こ·れを「程度
の瑚洞＋体言」とし、すなわち程1位の副詞が楊所 ・ 方向 ・ 時間 ・ 数砥などを表す体言を
修釦することと考えている。これは明らかに従来の見方を跨摂するものであり、•7l:当な
言い方とは思えない。というのは、 後述するように、「副洞の述体r付釣」はかなり広範
囲にわたる現象で、しかも「間接型」か「直接型」かによってその修飾先に現れる体酋
は屈性的に沢なる栢向が示されているからである。そして、 こ れに伴ってもう一 つ考え
直すべきなのは、これまで酋い続けられてきた「副詞の辿体修飾」は呆たして「巡体」
なのか、ということである。
3.「副詞の連体修飾」諸相
前にも述ぺたが、副洞のすぺてが述体修釘用法をもっているというわけではない。そ
こで、副詞の中でどういうものが辿体條飾用法をもち、これらの刑同はどんな体酋（名
詞）をどの ように修飾しているのかを見てみよう。 説明の便宜上、 ここ で は市川
(1976)の副制五分類説ー一--m態・程度 ・ 陳述 ・ 評価・限定副洞一ーに従って論じるこ
とにする。 なお、以下の叙述では「湖洞の述体修飾」という言い方を便宜的に使うこと
を断っておきたい。
3-1. 体言を修飾し得る副詞
「nlJ洞の巡体修飾」と目えばまず程度副洞（勿論その全部ではない）と呼ばれるもの
が息い浮かぺられる。副詞の辿体修飾という問巡でよく取り上げられるのはこの種のも
ので、また、現行文法辞術における副詞の定義にもこの種の述体り多飾用法が明記されて
いる。ところが、「副洞の巡体＇街節」を最初にまともに提II\した山田(1936)において
は、副洞の「悦酋の装定をなす」ことには梢態副同と程艇副詞の二つが非げられ、 そし
て前者の場合は常に助詞「の」を伴い、後者の場合は直接体言を修怖するのが特徴だと
される。すると、 こ の段階では、 梢態副詞＝fll)接型、程度副詞＝匝接型、 と まとめるこ
とができる。
ところで、 上記した間ll洞五分類のうち、これらを除くその他の問l]開はどうであろうか。
「たぶん、 おそらく、決して、もし」など、特定の呼応関係をもつことを特徴とする
陳述副洞が体言を＇尉飾することはまず考えられないが、 同じ仮定表現とは言うものの、
「もしも、万が一、万 ー」は「もし」と述って、「（子供の手術）どうかよろしくお刷い
します。立上立の時の党梧はできていますから。」「主111i者はまんがいちの事故に伽えて、
会場の外に救急llLを待槻させた。」「互二の事態に備えている。」のように、「11り接型」の
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I 
用法が見られる。 また、「まさか」は「まさかの時に伯iえて、 食税や薬品、 飲料水など
を用意してある。」のように、「もしも」などと同じ意味用法に用いられる場合、 やはり
「IHJ接型」の用法をもつことになる（この見Iつは共に仮定の意味を表す点で注目すぺき
である）。 一方、 否定表現と呼応する「全然」には「IUJ接型」のかわりに「直接型」の
用法が見られる。
(I)この不思識な言業は、 民主々義とも、 またマルキシズムとも、全堡無関係のもの
なのです。（斜陽〉
しかし、 この例を前述した「もしも」などの例と比べると、 次のことが分かる。 つま
り、「間接型」の後者が「名洞的用法」であるのに対して、「直接型」の前者は「用言・
(I) 
呼応の潜在化」によるものだということである。 図式で示せば次のとおりである。
(1')全然→堡関係 ⇔ 全然→関係（が）堡と（傍線部は而J詞の修飾先を表す）
換言すれば、「用酋·呼応の潜在」があるからこそこういう表現が成立し得るのである。
次に、 肝価副詞の中にも「lhl接型」を有するものが幾つかある。 たとえば、「竺2立：
ふの「木日休診」が意味をなさなかった。」「IUl会式はあいにくの雨にたたられた。」「国
民が政治改革を要求するのはとうぜんの権利だ。」など。
最後は限定副詞であるが、「むしろ、 まして、 せめて、 とりわけ」などは、「直接型」
はもちろん「IIIl接型」の例も全く見当たらないし、 それぞれの作例も非循に考えにくい
が、「たとえば」には「1il接型」の用法が見られる。 但し、 これは「たとえばの話」と
いう表現に固定され、 よってこれを一つの決まった言い方と考えるほうがよいかもしれ
ない。
(2)a. 「•••まあ、堕主庄の話だが、 あん’たたち、 二人して、 表で、 みんなして見物し
てる前でだな・・・」（砂の女）
b.「たとえばぽくがエイズだったらどうする？」「まあ、 あなたエイズなの？」
「だから、 たとえばの話だよ」（飛田・浅田1994)
このように、「副洞の辿体修節」において、 梢態副岡と程度罰1J詞のほかに、 陳述副洞
や評価副詞及ぴ限定副詞のものも考えられる。但し、 実際の用例閾査では、 梢態・程度
副詞のものが多用されるのに対して、陳述・評価・限定罰lj詞のそれは非前に限られている。
3-2.「刷詞の連体修鮨」のしかた
従来の解釈では、1,?-l態副詞の場合は「1 0接型」、 程度副詞の場合は「直接型」とされ
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るが、適切な説明とは言えない。というのは、程度副詞の中にも 「間接型」のものがあ
るし、また惜態副詞の中にも 「直接型」のものがあるからである。それだけでなく、•「/i
態副詞にも程度副阿にも 「1開接型」と「直接型」を合わせ持つ、いわゆる 「併用型」の
ものが含まれている（さらに、「fll1接型」を「副詞＋ノ十N (～)」「副詞＋ノ十N
（ダ）」、「直接型」を「罰lj詞＋N＋ノ十N(-)」「副詞＋N（ダ）」「副詞十N (-）」と
細分することができる ）。以下、種類別にそれぞれの例を見てみよう。紙幅の関係で例
文は関辿の部分だけを示す。
◎0「間接型」の梢態副詞：いつものうすら笑い（を） ／主竺文の任務（は） ／竺塾の
まぷしさ（に ） ／どっさりの乗客（が） ／ぽんやりののんき者（だ） ／よれよれの
学生服姿（を）
0「直接塑」の情態副詞：全主五乗換え（のとき ） ／全ユ四十くらい（のおばさんだ）
1 2) 
0「併用型」の情態副洞(aは「間接型」、bは「直接型」。下同）
a. まっすぐの線（は） ／ （白星が ）主且の批花田（は）／ （日本に1裔ってから ）主
ぐの話（だ）
b.真直ぐ前（に）／まだ三十前後（の女だ） ／すぐ下（の炊事場だ）
©O「間接型」の程度副詞：些主2の唐突さ（に ） ／二翌の発言（の自由を） ／痙止の
馬（のいななきが）
0「直接型」の程度副洞：ごく近頃（の事だ） ／ほぼ一年IHl（の歴史の） ／ひどく屈
託（の色を）
〇「併用型」の程度副詞
a.堡往の弛み（が） ／かなりの年齢（以上の表梢だ） ／生上の嘲り（と ） ／遮生の
海（が）
b.堡竺長形（の頗は） ／かなり上（のほうに） ／主ミ上手前（を） ／竺生立咽］こう
（に）
ところで、陳述副詞や評価副詞、限定副詞の場合はどうであろう。3 -1で既述した
ように、陳述副詞には「llil接型」と「直接型」のものがあるが、評価副詞と限定副詞に
は「li0接型」のものしかない。勿論、そのいずれにおいても副洞の語例は随分限られて
いる。
なお、次の例の傍線部は、．前述した副詞の分類で明記されていない（「こんなに」は
認定上の問題がある）が、ここではこれらをまとめて「その他」と仮称して記しておこ
う。
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◎〇「f!IJ接裂」 ：あわよくばの話（だ） ／さすがの安帰（も） ／全に座の不機嫌（か）
0「直接型」 ：こんなに永年（の間）
0「併用型」 ：a. 全上のアメリカ人（だ） （「全く→肯定」）
b.全上無人（の城だ） （「全く→否定」、「用酋・呼応の潜在化」）
以上をまとめると次の表のとおりである。
間 接 型 直 接 型 併 用 型
情 机度らず／いつも／いi／今更／いろいろ／かつて たii:／もう すぐ／iだ／iっすぐ
態 ／さっさ／しばら〈／tぺて／せんだって／そっ(
副 り／そbそも／なにもかも／Uじめて／itiす／
詞 やっと／よ〈よ〈／わざと．
＾ 一り）／一応／さんざん／大祗／突然／りいりい／か
擬 さかさ／かちから／ぎざぎざ／くた＜t／ごたごた
・↓IIじ•るりし• ／たえたえ／だぶだぶ／ちりちり／どっさり／のり
語 のり／ばらI!ら／ぷ〈ぶ＜／ぶよぷよ／lt〈lt〈/
、し 既1%／1れやり／iらまち／よれよil／枷切
程 あiり／た（さん； ご〈／さらに／頗る／ずっと 畏分／おおよそ／およそ／かなり／
度 舟／多少／術ii ／つい／I!るか1:／ひと〈／ tこし／大体／ただ／ちょっと／な
副 Ill!／り社：／やや： かなか／はるか／1iとんど／よっll
洞 一番／大分 ど／よほど；机当
辣述悶詞 万がー／いしb/iさか；万一 全然
評僅叫月 あい1:〈／せっか（；当整／もちろん
恨定品）月 たとえば
その他 あi)よ(I!／さすが／なに位／よ（せさ こんな1: iった〈
3-3、 副詞に修飾される体言
副詞に修飾される体酋を見る場合、 副岡の分類上の相述からその全体像を把掘するこ
とは難しいが、「llJJ接型」か「直接型」かを基準にしてそれぞれに修飾される体言の屈
性を考えてみると 一つの傾向が見られる。 つまり「直接型」の副詞に修飾される体言に
は「方向・楊所・時IUJ・数批」的名詞のほか、「状態・動作性」名洞も含まれるが、 一
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方、「IIO接型」の副詞の修飾対象は抽象 ・ 具象を問わず、 将通の名詞から指示代名洞、
人称代名洞までその福はたいへん広い。面者の例を前i略して示せば次の、とおりである。
0「直接型」 ：主＄下•前•そこ／ずっと昔 ・ 向こう ・ 後批／主且独身 ・ 三十1前後 ・ 半
出来／塁盆慌て気味•長形／生上猫背・手前／ …
〇「間接型」 ：と2立の重吉（名前） ・ 病気 ・ 笑顔 ・ 人なつっこいうるみ ・ 彼・時間 ・
とおり／かなりの年齢・忍耐カ ・ 自侶・時間・大きさ ・ 山 ・ 術 ・ 難航 ・
おじさん／左且の新聞記者 ・ 人間・狼•お咳き ・ 笑い話 ・ 理屈 ・ 唸 ・一
湿 ・ いらいら／主竺ヱのもの•こと ・ 道・任務・独居囚／・・ ・
4.「副詞の連体修飾」の成立条件
この節では、「副詞の巡体修飾」の成立条件について検討を進めていきたいが、 考察
の対象を「直接型」に限定する。 もっと具体的に言うと、「直接型」のうち「副十N+
ノ＋N (～ ）」という構造をもつものである。 これ以外のものについては秘を改めて検
討する。 なお、 今の段附では「間接型」の構造を暫定的に「副洞の名詞的用法」と考え
る。
結論を先に酋うと、「副＋N＋ノ十N(-）」の成立条件として、①「用言要素の内
包」、②「結合による用酋要素の内包」、 の二点が考えられる。 そして、 N1すなわち副
洞のすぐあとにくる体言を内容的に見ると、 ①では主に状態• !fり作性名岡が現れ、②で
は主に時間 ・ 数猥 ・ 方向 ・ 楊所 ・ 空間性名詞が現れる、 という領向が見られる。
4-1. 用言甍素の内包
(3)自立会という建物そのものが、 出来たばかりというより主且半出来の新しさで、 …。
（風知草）
(4汝は、 主竺うつむきかげんの横倒しになり、 …。（砂の女）
(5)小泉沌は（…）塁全慌て気味の潤子を用いて言った。（暗い絵）
(6跛の堡全長形の朗はその感情が激越に関子づいてくると、 …。（昭い絵）
(7)そのかわり、堕ゑ鈍物のダンサアが、 僕の自殺の発見者になってくれる。（斜隣）
(3)-(7)におけるN1はみな状態を表す名詞すなわち状態性名問であり、 また語構成上そ
のいずれも用口の構成要索あるいは形態索（以下 「用甘要索」 と略す）が削在的に含ま
れている。具体的に示せば、(3)半出来＝半分＋出来る、(4)うつむきかげん＝うつむく＋
かげん、(5)悦て気味＝慌てる＋気味、(6)長形＝長い＋形、(7)鈍物＝鈍い＋物、 のとおり
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である。 だから、 上例において、 これらの名洞(N 1）が副開の修節を受けるというよ
り、 むしろ副洞がこれらの名詞に内包される用君要素を修飾している、 と言うぺきであ
ろう。換言すれば、 名詞の中に用言要素が含まれているからこそ副洞の修飾を受けるこ
とができるのである。 したがって、(3)-(7)に見られる「福り詞の述体修飾」はただ形式上
のものにすぎず、 その本質はやはり巡用修飾だということが言えよう。
以上はN 1状態性名詞の例であるが、 動作性名詞の場合についても同様に解釈できる。
(8)ごく左主に乗換えのとき、・・・。（風知草） ［采換え＝釆換える］
(9郡枝は、 そのうち産と初対而の人の挨拶を、 夫の註釈づきで受けねばならなかった
が、 …。（地唄） ［初対面＝初めて＋柱匪土ゑ］
暉テッテミタラ立ム旦L仕事中ノ佐藉氏（南1974 : P 148) 
［仕事中＝仕事している］
つまり、 上例の副洞「たまに」「殆ど」「やはり」はそれぞれN !「釆換え」「初対面」
「仕事中」 に含まれる用言要索にかかると考えられる。従って、 これらも「用言要素の
内包」によるものと言えよう。
このタイプに屈するものにはこのほか、「全く堅佳の態度を取る（＝放任する）」「全
＜堡がの城だ（＝人がと全立」「ほとんど堡坐堕のままだ（＝表情が全止）」「ほぽ凹塾
の酪耽を辿れる（＝圃上数）」「ごく淫堕の事だ（＝遮竺頃）」などが上げられる。
このように、 上に見てきた「副詞の辿体修飾」において、 Ji\lf詞のかかり先とされる
N 1に用言要索が含まれることが特徴である。 だから、 その本賀はやはり刷詞本米の修
飾槻能つまり述用修釦と考えるべきであろう。
4-2. 結合による用言要秦の内包
(7) 
この種のものは、 N1が主に時間・数批・方向·場所・空間を表す名詞である。
(11)ここが東西文化交流の回廊となり、 いわゆるシルクロ ー ドなる9炊商路が走り貰い
たのは主ュ上後世のことである。（楼湖）
(12)女は主且、 三十そこそこの寡婦なのだ。（砂の女）
(13)しかし、 昭和八年の小林多喜二の虐殺から昭和九年の「ナルプ」 解散にいたる旦
竺一年間の歴史の動乱は、...。（現代小説の問題点•平野謀）
(14)会合がすむと主＄下の炊事場で、 これらの人たちが分担している活動がはじまった。
（風知草）
(15)駅前のバスの、二亜奥の座席に乗り込んだ。（砂の女）
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上例のN 1 は4-1で見たそれと述って、その語の中に は用言要索が含まれ ていない。
ところが、同一単語の 「後世」「三十そこそこ」「一年間」「下」「奥」である が、これら
を孤立して （ ただ 一つの諾として）見た場合と(11)- (15)のような栴文で見 た場合とで
は意味内容の述いがあると思われる。つまり、前者の場合は「後他」などは単なる時1Ul、
数益、方向、楊所などの 意味を表し、一方後者の場合は「後枇」など は前の副洞「ずっ
13) 
と」などとの結ぴ付きによって動作性あるいは状態性が生じてくると言えよう。換言 す
れば 、「後世」などの名詞はもともと状態性あるい は動作性をもっていない が、副詞の
修飾を受けることに よってそれ をもつようになり、いわば「静的な概念」 から「動的な
慨念」になったと解釈でさよう。但し、この種の連体修飾の構造は「副詞→体言」では
なく、「副詞→体言 ダ」つまり副詞が体香述語を作飾している と私は考えるのである。
なぜかと言うと、「土ュ上後世のこと」などにおける「ノ」は「ダ」の活用変化つ まり
巡体形と考えられ、そして「ノ」の多毅性と「ダ」の多義性との対応、からこの「ノ（＝
(4 1 
ダ）」 を「迩語の代用」と考えられるからである。具体的に言えば、例(11)- (15)は次
のように示すことができよう。
(11'）ずっと毯典2こと （だ） ⇒ずっと後世 になってからのこと（だ）
⇒ （その）ことはずっと 後世になってからだ ⇒ （その）こと はずっと毯幽且
(12'）まだ三十そこそ この森婦（だ） ⇒まだ三十そこそこに見える謀婦（だ）
⇔謀婦はまだ三十そこそこに 見える ⇒森婦はまだ三十そこそこだ
(13'）ほぼ一年間の 歴史の動乱（だ） ⇒ほぼ一年間に続いた歴史の動乱（だ）
⇒歴史の動乱はほぽ一年間に統いた ⇒歴史の動乱はほぼ一年1nJだ
(14‘ ) すぐヱ2炊事場（だ） ⇒すぐ下に ある 炊事場（だ）
⇔炊事場はすぐ下に ある ⇒炊事場はすぐ下が
(15'）一番翌2座席（だ） ⇔一番奥 にある 座席（だ）
⇒座席は一番奥にある ⇔座席は一番堡互
実際、副詞が時間・数最・方向・場所・空間性名詞による体言述話を修飾する実例が
かなり多く見られる。「且ど五以前です が 、・・・」「我々が立つぺき時槻はもっともっと先
だと思うね」「入会を自分から断わったのは、中里介山左旦ひとりだった」 「事務貝は旦
竺三十体だろう とい っていた が、．．．」「便所は、階段を降り て、主＄右だ」「地上はもう
主そこだ」「ちょうと‘中l l]で、・・・」くなど。
次の例のN1「猫背」「支那ふう」 は状態性名詞であるが、その 状態に程度の差すな
わち段階性が あるので、当然程度を表す副詞「少し」「ちょっと」のり倒飾を受けるわけ
である。そ して、 これら も上例と同じく副祠が体 言述語を修飾する ものと考えられる。
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(16)・・'o隼猫背の 背がいっそう猫背になる。（暗い絵）
(16'）少し猫背の背（だ） ⇒少し猫背になっている背（だ）
⇒背は少し猫背になっている ⇒背は少し狸翌且
(17)伊豆の この、 ちょっと支那ふうの山荘に引越して来たのは、 …。（斜陥）
(17'）ちょっと支那ふうの山荘（だ） ⇒ちょっと支那ふうに見える山荘（だ）
⇔山荘はちょっと支那ふうに見える ⇒山荘はちょっと支那ふうだ
このように、 形式上「副詞の述体修飾jとされる(11)- (17)にお いて、 副詞が体首述
語を修飾することになっているので、 その本質は用言述語を修飾する場合と同じくやは
り辿用修飾だと考えるぺきであろう。
5. おわりに
以上の考察をまとめると次のことが言えよう。
I. い わゆる副詞の連体修飾は従来のようにある種の 副詞に限られる現象ではなく、
かなり広範囲の ものである。 これをさらに分けてみれば、「間接型」「直接型」「併用型J
と大別することができる。 また、「間接型」の場合、 副詞とその 作飾先との 共起制約が
かなり緩＜、 類別的にはもっと広く用いられている。 そして、「直接型」か「Ill接塑J
かによってその修飾先に現れる体言は屈性的に異なる傾向が見られる。
II. 本稿は主に「直接型」の「副＋N+ノ十N」と いうバターンの成立条件について
検肘してみた。 その結論として、①用首要索の内包、②結合による用首要素の内包、 の
二点をあげた。 これによってこの種の 「副洞の巡体修飾」は単なる形式だけの もので、
その 本質はやはり巡用修飾（つまり「罰ll詞→用言／体言述語」）であるということが言
える。
m. 以上のことから、 便宜的に使われてきた副詞の 述体修飾という用語の 妥当性につ
いてなお検討すべきであろう。
なお、 本税では「lllJ接型」の「副洞の述体條怖」についての分析は深く展開されてい
ないが、 この種のものの 成立条件として、①用言の沿在化（ノによる用言・述語の代
用）、 ②表現の 節索化、③語の多品岡性、④副詞の 体言化（体酋止めの好み，述体修飾
の発達）、 ということが考えられるのではないかと思う。詳し い検討は今後の課題とす
る。
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［注）
． もっとも、 ＇出島 (1965)のように、 「1懇関係」を
「～な／の」の阿形をとる形容動洞だとすれ
ば、全く別の1111俎になる。
2、 「介入疫」の 「すぐ」 「まだ」は「直接朋」のそれと比ぺて文脈依存度が硲いようだ。
3 、 この点では時枝(1950)に白うところが大きい。
4、 奥津(1978)に従う。詳しくは阿柑P 115-16
7を参照。
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